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ク
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テ
ィ
ブ
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ト
ロ
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ト
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市
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事
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に
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~

本
稿
は
、
グ
ロ
ー
ハ
リ
セ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
受
け
て
一
九
九

0
年
代
半
れ
た
都
市
の
「
党

容
性
」
に
注
目
し
た
い

。
理
論
と
都
市

社
会
の
関
係
を
示
す

~

口
ば
に
登
場
す
る
創
造
都
市
論
を
取
り
扱
う
へ

J

そ
の
な
か
で
も
創
造
都
市
論
の
た
め
に
、
都
市
の
「
寛
容
性
」
を
測
定
す
る
指
標
の
―
つ
で
あ
る
ボ
ヘ
ミ
ア
ン

・
~

~
代
表
的
な
論
名
の
一
人
で
あ
る
リ
チ
ャ
ー
ド

・

フ
ロ
リ
ダ
が
提
唱
し
た
ク
リ
イ
ン
デ
ソ
ク
ス
に
お
い
て
、
世
界
で
蚊
も
嵩
い
数
値
を
示
し
た
「
党
容
な
都
市
」

~

~
エ
イ
テ
ィ
プ

・

ク
ラ
ス
の
理
論

(
f
l
o
r
i
d
a

2
0
0
2)
を
中
心
的
に
扱
う
こ
の
ト
ロ
ン
ト
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
マ
ッ
プ
分
析
を
用
い
て
そ
の
影
愕

~

~
理
論
が
都
市
社
会
に
い
か
な
る
影
咽
を
及
ぽ
し
た
の
か
と
い
っ
た
今
ま
で
先
に
つ
い
て
検
討
す
る
そ
し
て
、
そ
の
検
討
を
通
じ
て
現
れ
る
フ
ロ
リ
ダ
の
「
党

~

~
行
研
究
で
は
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
関
心
を
背
景
に
、
理
論
と
容
性
」
の
指
標
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
・
ク
ラ

i

~
都
市
社
会
の
関
係
を
マ

ソ
プ
分
析
の
比
較
を
通
じ
て
検
討
す
る
゜
そ

こ
で
は
ス
の
理
論
が
抱
え
る
構
造
的
問
題
と
理
論
の
射
程
を
明
ら
か
に
す
る

。

~

•

と
り
わ
け
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
・
ク
ラ
ス
の
都
市
の
選
好
条
件
と
し
て
用
い
ら

・・・・・・
・・・
‘

は
じ
め
に

依
拠
し
つ
つ
展
開
し
て
い
く
中
で
、
と
り
わ
け
中
心
的
な
人
物
が
二

名
存
在
す
る
。
一
人
は
創
造
都
市
の
概
念
を
初
め
て
唱
え
た
チ
ャ
ー

ル
ズ

・
ラ
ン
ド
リ
ー
、
そ
し
て
も
う

一
人
が
リ
チ
ャ
ー
ド

・
フ
ロ
リ

ダ
で
あ
る
。

(
2
)
 

フ
ロ
リ
ダ
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
都
市
の

経
済
的
成
長
を
担
う
新
た
な
階
級
を
提
唱
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
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グ
ロ
ー
ハ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
を
大
い
に
受
け
て

一
九
九

0
年

代
に
登
場
し
た
創
造
都
市
論
は
、
世
界
の
様
々
な
都
市
に
都
市
政
策

(
l
)
 

と
し
て
採
用
さ
れ
、
近
年
の
都
市
論
に
お
い
て
―
つ
の
プ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
し
た
。
そ
の
過
程
を
振
り
返
る
と
、
創
造
都
市
論
が
実
践
に



に
お
い
て
独
白
の
指
椋
を
払
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
フ

・
ク
ラ
ス
の
都
市

の
選
奸
の
条
件
を
探
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
が
都
市
の
経

(
3
)
 

済
成
長
を
促
す
と
い
う
岬
論
を
辰
削
し
て
き
た

(
F
l
o
r
i
d
a
2
0
0
2
)
 

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
蜆
府
ま
で
に
批
判
も
含
め
て
尖
に
様
々
な
議
論

が
な
さ
れ
て
き
た
。
二

0
0
1
・
 
年
に
出
版
さ
れ
た
苫
L

口こ
y
]
e
R
I
笥

O
I
.
[
m
e
c
r怠
D
V
e
C
]
'
a
s
s
"
(
=
邦
訳
『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
責
本
論
ー

枡
た
な
舒
済
界
級
の
台
頭
』
）
（
F
l
o
r
i
d
a
2
0
0
2
 11 
2
0
0
8
)

は
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
・
ク
ラ
ス
や
独
自
の
指
椋
が
一

般
人
を
含
め
多
く
の
人
に
認
知
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
理
論
は
視
座
、
理
論
、
定
義
、
分
析
に
令
る

ま
で
あ
ら
ゆ
る
批
判
を
受
け
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
ひ
と
え
に
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
理
論
に
対
す
る
注

11
の
閻
さ
を
不
し
て
い
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
た
と
え
フ
ロ
リ
ダ
の
卜
張
が
妥
ヤ
ー
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

ま
た
は
多
く
の
問
題
も
抱
え
て
い
る
小
十
分
な
評
論
に
過
ぎ
な
い
に

せ
よ
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
フ
・
ク
ラ
ス
か
集
積
す

る
都
市
の
社
会
的
変
容
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
充
分
に
は
語
ら
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た

C

本
稿
で
は
、
特
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
フ
・
ク
ラ
ス

が
都
市
を
選
好
す
る
条
件
の
一
っ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
都
市
の
「
窟

容
性
」
に
注

11す
る
。
都
布
政
策
を
通
じ
て
理
論
が
現
実
的
に
展
開

し
て
い
く
中
で
、
都
巾
札
会
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い

っ
た
の

か
を
検
吋
す
る

次
は
、
創
込
都
市
論
の
文
脈
に
お
け
る
フ
ロ
リ
ダ
の
視
咆
を
先
行

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
以
降
で
展
開
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ク
ラ
ス
の
坪
論
と
都
市
社
会
の
関
係
に
通
ず
る
論
点
の
立
脚
を
且
指
す
。
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先
行
研
究

先
行
研
究
に
よ
る
と
、
創
辿
都
市
論
が
具
休
的
に
登
場
す
る
の
は

i

九
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
創
込
都
市
が
翌
場
す
る

契
機
は
一
九
七

0
年
代
以
降
の
都
市
社
会
の
変
容
が
深
く
関
係
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
七

0
年
代
に
発
牛
し
た
二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
を
最
大
の
契
機
と
す
る
都
市
の
再
編
成
を
出
発
点
に
、
そ
の
後
、

枇
界
都
市

(F
r
i
e
d
m
a
n
n
1
9
8
6
)

や
グ
ロ

ー
バ
ル

・シ
テ
ィ

(
S
a
s
s
e
n

1
9
9
1
)

の
概
念
に
代
表
さ
れ
る
ポ
ス
ト

・
フ

ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
や
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
を
受
け
て
都
巾
礼
会
が
変
容
し
て
い

く
過
程
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
創
辿
都
印
は
、
こ
の
社
会
変

容
の
中
で
都
市
社
会
が
直
面
す
る
諸
間
題
に
取
り
糾
む
た
め
に
生
み

出
さ
れ
た
概
念
で
あ
る

(
L
a
n
d
r
y
a
n
d
 B
i
a
n
c
h
i
n
i
 
1
9
9
5
:
 
佐
々
木

一
九
九
七
）
。

創
造
都
市
論
の
展
開
を
み
る
と
、
佐
々
木
が
定
義
し
た
「
人
間
の

活
動
の
自
山
な
発
揮
に
基
づ
い
て
、
文
化
と
産
業
に
お
け
る
創
造
性

に
富
み
、
伺
間
に
、
脱
大
柑
生
産
の
革
新
的
で
柔
軟
な
都
市
経
済
シ

ス
テ
ム
を
備
え
た
都
市
」
（
佐
々
木
二

0
0
 

I
 

:
 

4
0
-
4
1
)

の
よ
う
に

一
定
の
包
括
的
な
定
義
は
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ
そ
れ
の
論
者
に

よ
っ
て
概
念
が
巽
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
対
象
と
さ
れ
た
都
市
の



性
質
が
楳
な
る
た
め
、
明
確
に
統
一
さ
れ
た
定
義
が
存
在
し
な
い

(
F
l
o
r
i
d
a
 
2
0
0
2
・
L
a
n
d
r
y
 a
n
d
 B
i
a
n
c
h
i
n
i
 
l
9
9
5
:
 
L
a
n
d
r
y
 2
0
0
0
.
 

佐
々
木
2
0
0
1
な
ど
）
C

し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
に
よ
る
と
‘
ラ
ン
ド
リ
ー
ら
に
よ
っ

て
展
開
さ
れ
て
き
た
創
造
都
市
論
と
、
フ
ロ
リ
ダ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ク
ラ
ス
の
理
論
に
は
決
定
的
な
"LIL
異

が

あ

る

例

え

ば

、

都

市
の
危
機
に
い
か
に
取
り
糾
む
ぺ
き
か
と
い
う
視
座
か
ら
の
展
開

(
L
a
n
d
r
y
 a

n
d
 B
i
a
n
c
h
i
n
i
 
l
 
9
9
5
)

や
、
山
山
況

tiE
の
都
市
を
対
り
知
（
と

し
て
グ
ロ
ー
ハ
ル

・
シ

テ
ィ
が
も
た
ら
す
秩
序
か
ら
脱
却
す
る
こ
と

を

11指
す
あ
り
ガ
（
佐
々
木

一
九
九
じ
）
は
、
フ
ロ
リ
ダ
の
分
析

と
対
極
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
フ
ロ
リ
ダ
以
外
の
創
込
都
巾
論

者
の
多
く
は
‘
剖
造
都
市
論
が
展
開
す
る

一
九
九

0
年
代
以
前
の
社

会
の
変
容
が
も
た
ら
し
た
金
融
賓
本
主
義
の
小
安
定
性
、
廂
業
の
構

造
転
換
に
伴
う
都
市
の
衰
退
‘
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
が
抱
え
る
品
問
題
、

ジ

ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
排
除
の
問
題
、
祈
自
Jb.L
義

に
よ
る
経
済
的
格
凡
の
拡
人
や
札
会
的
辿
＂
面
の
泊
失
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
都
市
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
創
造

都
市
論
を
展
開
し
て
き
た

し

そ
の

一
方
で
、
フ
ロ
リ
ダ
は
幼
少
期
か
ら
エ
粟
化
し
た
都
市
の
数

退
を
間
近
で
見
つ
つ
も

(
F
lo
r
i
d
a
2
 0
 0
2
)
、
衰
退
し
た
都
市
が
い
か

に
し
て
再
牛
す
る
の
か
で
は
な
く
、
今
後
ど
の
よ
う
な
都
市
が
成
長

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
先
進
国
を
中
心
と
し
た
知
的
染
約
刑
ぷ
庄
党

へ
の
構
造
転
換
‘
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
廂
党
の
成
長
、
文
化
芸
術
に

対
す
る
市
場
の
拡
大
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
流
動
性
の

閥
ま
り
な
ど
と
い
っ
た
社
会
の
状
況
を
捉
え
つ
つ

、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

プ

・
ク
ラ
ス
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
の
決
定
的

に
巽
な
る
研
究
の
方
向
性
か
ら
、
フ
ロ
リ
ダ
と
フ
ロ
リ
ダ
以
外
の
論

者
と
を
二
つ
に
大
別
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
こ
こ
こ
で
の
問

題
は
、

フ
ロ
リ
ダ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
理
論
に
は
都
市

が
す
で
に
抱
え
て
い
た
個
別
の
危
機
に
対
す
る
危
惧
が
欠
落
し
て
い

(
1
)
 

た
こ
と
で
あ
る
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ

ス
の
理
論
が
都
巾
政
策
と
し
て
用
い
ら
れ
る
中
で
、
衰
退
し
た
都
市

を
再
化
す
る
た
め
や
グ
ロ
ー
パ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
様
々
な
脅
威

か
ら
都
市
が
逃
れ
る
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク

ラ
ス
を
仇
積
さ
せ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
間
競
争
に
勝
利
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る

そ
れ
は
笹
島
(
―

10
I

―
]
)
が
指
摘
し
た
よ
う
に
‘
剖
造
都
市
が

祈
自
由
主
義
的
な
企
業
家
‘
じ
義
的
都
市
経
砕
＇い
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
つ
ま
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
の
坪

論
が
今

11
の
11会
が
抱
え
る
社
会
的
不
平
憚
や
経
済
的
格
差
の
問
題

を
乗
り
越
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
更
に
拡
大
さ
せ
る
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
の
理
論
に
対
す
る
以
|
の
論
点
に
つ

い
て
、
次
で
は
「
｛
克
容
な
都
市
」
ト
ロ
ン
ト
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に

検
討
し
て
い
く
。
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ト
ロ
ン
ト
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

三
ー
＿
都
市
の
概
要

は
じ
め
に
ト
ロ
ン
ト
の
都
市
と
し
て
の
概
要
を
説
明
す
る
。
ト
ロ

ン
ト
は
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
経
済
の
中
心
地
で
、
北
米
で
は
ニ
ュ
ー

こ
E
L
く
第
四
位
の
経
済
規
校
を

ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
カ
コ

i
命

有
し
、
人
口
規
模
で
は
五
位
に
位
置
す
る

一

;oI

―
年
に
お
い
て
、

ト
ロ
ン
ト
は
カ
ナ
ダ
全
体
の

G
D
P
の
う
ち

―
-
％
を
構
成
し
て
お

り
、
一
四
四

0
億
ド
ル
の
経
済
規
模
を
誇
る
。

ト
ロ
ン
ト
の
労
働
勢
力
を
み
て
み
る
と
、
ト
ロ
ン
ト
都
市
圏

(C

M

A

 =
 Ce
n
s
u
s
 M
e
t
r
o
p
o
lit
a
n
 
A
r
e
a
)

に
は

二

0
1
―
年
に
お

い
て
一ニニ

0
ル
人
の
労
働
人
口
が
存
在
し
て
い
る
。
産
業
別
に
分
煩

す
る
と
最
も
多
い
の
が
ビ
ジ
ネ
ス
、
金
融
、
管
理
業
従
事
者
で
、
全

体
の

二
二
％
を
占
め
て
い
る
e

こ
の
こ
ろ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
ト

ロ
ン
ト
は
金
融
業
が
中
心
的
な
廂
業
で
あ
る
ト
ロ
ン
ト
は
北
米

に
お
け
る
金
融
の
中
心
地
の

―
つ
で
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
続
く
北
米
第
三
位
の
規
校
を
も

ち
、
同
時
に
そ
の
高
い
安
定
性
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
労
働
者
全
休

に
対
す
る
金
融
や
ヒ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
関
係
に
従
事
す
る
労
働
者

の
割
介
が
二
七

•

八
％
と
非
常
に
高
く
、

一
方
で
製
造
業
に
従
れ
す

る
人
々
の
割
合
が
労
働
者
全
体
に
対
し
て
六
・

一
％
と
非
常
に
低
い
。

こ
の
傾
向
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
な
ど
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル

・
シ
テ
ィ
に
顕
著
な
脱
生
産
的

な
眸
業
構
造
を
持
つ
都
市
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
ト
ロ
ン
ト
は
文
化
多
様
性
に
富
ん
だ
都
市
で
も
あ
り
、
人

の
流
人
や
流
出
が
激
し
い
他
の
グ
ロ
ー
ハ
ル
・
シ
テ
ィ
と
比
べ
て
も

実
に
多
様
な
市
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
都
市
で
あ
る
。
ト
ロ

ン
ト
で
は
、
市
民
の
う
ち
の
ほ
ぽ
半
数
が
国
外
か
ら
の
移
住
者
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る

(City
of T
o
r
o
n
t
o
 2
0
0
6
)
。
そ

れ
に
伴
い
、
市
民
が
使
川
す
る
百
語
も
多
梯
で
四

0
以
上
の
言
語
が

使
用
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ト
ロ
ン
ト
は
金
融
槃
を
中
心
と
し
た

巨
大
な
経
済
規
模
を
も
つ
と
同
時
に
、
文
化
性
に
富
ん
だ
都
市
で
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ
う

C
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三
ー
ニ
創
造
都
市
政
策

そ
の
ト
ロ
ン
ト
で
は
、

一
九
九
八
年
よ
り
文
化
戦
略
の
一
環
と
し

て
創
造
都
市
政
策
を
施
行
し
て
い
る

(
C
ity
of 
T
o
r
o
n
t
o
 2
0
0
1
)
。

そ
の
北
11
景
と
し
て
、
ト
ロ
ン
ト
は
創
造
都
市
に
適
し
た
社
会
的
・
経

(
7
)
 

済
的
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

活
か
し
て
ト
ロ
ン
ト
が
創
造
都
市
政
策
を
施
行
す
る
上
で
主
に
強
み

（
と
）

と
し
て
い
る
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
五
つ
で
あ
る
。

(
9
)

（

Ill) 

一
‘
労
働
勢
力
全
体
の

二
倍
以
上
を
誇
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業

及
び
文
化
産
業
の
成
長

二
、
市
民
の
構
成
に
お
い
て
そ
の
約
半
数
が
海
外
出
生
と
い
う
文

(11) 

化
多
様
性

――
.
、
高
等
教
育
機
関
の
充
実
や
大
学
卒
業
も
し
く
は
同
等
レ
ベ
ル



(
2
)
 

の
教
育
を
受
け
た
市
民
の
割
合
の
高
さ

(13
)
 

四
、
文
化
施
設
の
充
実

(14) 

五
、
文
化
へ
の
公
的
支
援
に
対
す
る
市
民
の
理
解
度
の
高
さ

こ
れ
ら
の
強
み
は
確
か
に
創
造
都
市
を
構
成
す
る
要
素
で
は
あ
る

と
い
え
る
が
、
で
は
、
ト
ロ
ン
ト
は
創
造
都
市
政
策
を
辿
じ
て
一
休

ど
の
よ
う
な
都
市
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、

(la) 

ず
ば
り
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
ー
三
マ
ッ
プ
分
析

ト
ロ
ン
ト
に
お
け
る
創
造
都
市
政
策
を
み
る
と
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

プ

・
ク
ラ
ス
の
理
論
に
よ
る
影
評
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
理
論
と
現
実
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
マ
ソ
プ
分
析
へ
と
移
る
。

ト
ロ
ン
ト
で
は
、
フ
ロ
リ
ダ
が
在
籍
す
る
マ
ー
テ
ィ
ン
・
プ
ロ

ス
ペ
リ
テ
ィ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

(
M
a
r
t
i
n
P
r
o
s
p
e
r
i
t
y
 

In
s
t
itu
te
以
下
M

P

I
)
に
よ
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス

(16) 

の
職
場
及
び
居
住
に
関
す
る
調
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た

(
M
a
r
t
in

P
r
o
s
p
e
r
ity 
Institute 2
0
1
0
.
 2

0
l
l
)
。
名
J

の
マ
ッ
プ
分
析
を
ト
ロ

ン
ト
市
等
が
調
木
且
し
た
ト
ロ
ン
ト
の
移
民
や
貧
困
に
関
す
る
い
く
つ

か
の
マ
ソ
プ
分
析
を
組
み
合
わ
せ
て
比
較
分
析
を
行
う
。
比
較
し
た

(
h
)
 

の
は
、

一
、
移
民
と
低
所
得
者
の
分
布
、

二
、
移
民
の
分
布
と
地
価

の
関
係
、
三
、
移
民
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
の
居
住
及
び
職

場
の
分
布
、
四
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

分
布
、
の
四
項
目
で
あ
る

ま
ず
、

―
]
移
民
と
低
所
得
者
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
マ
ソ
プ
を

通
じ
て
移
民
と
低
所
得
者
の
分
布
の
傾
向
か
ら
そ
の
関
係
性
を
探
る

(19)

（

m) 

こ
と
を
試
み
た
。
こ
こ
で
使
用
し
た
マ

ッ
プ
は
固

1
、
及
び
図

2
で

あ
る
。

図

1
は
二

0
0
六
年
の
カ
ナ
ダ
統
計
局
の
調
介
に
基
づ
き
、
ト
ロ

ン
ト
市
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る

(Cily
o
f
 T
o
r
o
n
lo
 2
0
0
7
)
。
ト

ロ
ン
ト
市
の
地
域
ご
と
の
全
人
口
に
対
す
る
移
民
の
割
合
を
示
し
て

お
り
、

O

I
二
五
％
、

二
六

1
四

0
%
、
四
一

1
五
三
olo
、
五
四

I

六
四
％
、
六
五

I
八

0
％
の
五
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
色
が
濃
く

な
る
に
連
れ
て
、
そ
の
割
合
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
図

2
は
ラ
イ
ナ
ー
・
ク
ラ
ウ
ス
ら

(
2
0
l
l
)

に
よ
っ
て
調

介
さ
れ
た
ト
ロ
ン
ト
市
の
各
地
域
に
お
け
る
低
所
得
者
陪
の
割
合
を

示
し
た
図
で
あ
る
。

こ
ち
ら
も
同
じ
く
五
段
階
評
価
に
分
か
れ
て

お
り
、

0
1
1
0
ふ
ハ
％
‘

-
O
.七
ー

一
五

・
二
％
、

一
五

．一-.I

一
九

・七
％
、
一
九

・八
ー
ニ
万

・九
％
、

二
六
ー
六
一

・九
％
ま
で
割

合
が
高
く
な
る
に
連
れ
て
色
が
濃
く
な
る
。
こ
こ
で

の
低
所
得
者
陪

の
定
義
は
、
カ
ナ
ダ
統
汁
局

(Statistics
C
a
n
a
d
a
)

が
規
定
す
る

低
所
得
カ
ッ
ト

・
オ
フ

(
L
I
C
0
 :
 
L
o
w
 I
n
c
o
m
e
 C
u
t
 ,
 
O
f
f
)

に

桔
づ
い
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
マ
ノ
プ
デ
ー
タ
を
照
ら
し
あ
わ

せ
て
み
る
と
、
移
民
が
比
較
的
多
く
屈
住
す
る
地
域
と
低
所
得
者
が

多
く
居
住
す
る
地
域
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

C
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次
に
、
二
．
移
民
の
分
布
と
地
価
の
関
係
に
つ
い
て
マ

V
フ
を

JIJ

い
て
比
較
す
る
移
民
の
分
布
を
が
し
た
図

l
に
加
え
、
ト
ロ
ン
ト

（

バ

一

）

各
地
域
の
地
下
水
準
を
示
し
た
図

3
を
用
い
る
。
図

3
は
ト
ロ
ン
ト

・

ス
タ
ー
新
聞
社
の
調
介
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
二

0
0
八
年
に

お
け
る
ト
ロ
ン
ト
市
内
の
各
地
域
に
お
け
る
地
価
に
対
す
る
適
正
評

価
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
お
お
ま
か
に
各
地
域
の
地
価
を
判
断

す
る
巾
が
で
き
る

J

図

3
に
よ
る
と
、
地
価
の
評
価
が
高
い
の
は
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
周
辺
と
‘
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
か
ら
北
に

T
T
C
(
T
o
r
o
n
t
o

T
rans
it
 C
o
m
m
ission)
高
速
鉄
道
網
に
沿
っ
た
周
辺
地
域
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
し
そ
し
て
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
以
外
は
お
お
よ
そ
地

価
が
低
い

こ
の
傾
向
を
図

l
と
比
較
す
る
と
移
民
は
比
較
的
北
側
の
郊
外
地

域
に

16住
す
る
傾
向
に
あ
り
、
地
価
が
高
い
中
心
部
で
は
移
民
の
割

合
が
低
い
こ
と
が
い
え
る

し
加
え
て
図

2
と
比
較
す
る
限
り
で
は
‘

中
心
部
て
は
低
所
得
者
の
割
合
が
低
い
こ
と
か
ら
、
移
民
は
全
体
的

に
貧
し
く
、
都
市
郊
外
地
域
に
屈
住
し
な
が
ら
生
活
す
る
傾
向
に
あ

る
と
い
え
る
こ

Property印 S函 mentsby census tract ($ thou却 nds)

S2SO S300 $400 $.SOC> S6心 SBOO Sl m $1.2 m令

トロント市内各地域の地価水準図3
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さ
て
、
続
い
て
は
三

五
砂
民
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
フ

・
ク
ラ
ス
の
居

住
及
び
職
場
の
分
布
に
移
る
。
こ
こ
で
は
前
節
で
示
し
た
ト
ロ
ン
ト

C
3
)
 

に
お
け
る
移
民
の
居
住
の
傾
向
と
、
図

4
及
び
図

5
を
比
較
す
る
。

図

4
、
5
は
そ
れ
ぞ
れ

M
P
I
に
よ
っ
て
調
介
さ
れ
た
ト
ロ
ン
ト
市
に

お
け
る
職
業
階
級
別
の
居
住
地
と
職
場
を
示
し
た
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
で

あ
る

(
M
a
r
tin
Prosperity 
Inst
itu
te
.
 

2
0
1
0
)

。
そ
の
地
域
に
お
け

る
支
配
的
な
職
業
階
肘
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
、
サ
ー
ビ
ス

・

（

お

）

（

26）

ク
ラ
ス
及
び
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ク
ラ
ス
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
色

の
濃
い
方
か
ら
サ
ー
ビ
ス

・
ク
ラ
ス
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
、

ワ
ー
キ
ン
グ

・ク
ラ
ス
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ

・
ク
ラ
ス
と
サ
ー
ビ
ス

・
ク
ラ
ス
の
居
住
地
も
し
く
は
職
場
を
左

上
が
り
の
斜
線
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ

・
ク
ラ
ス
と
サ
ー
ビ
ス
・
ク
ラ
ス

の
そ
れ
を
右
上
が
り
の
斜
線
で
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
、
サ
ー
ビ
ス
・
ク

ラ
ス
、
ワ
ー
キ
ン
グ

・
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
職
住
近
接
の
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス

と
そ
の
他
の
職
業
階
級
（
主
に
サ
ー
ビ
ス
・
ク
ラ
ス
）
と
の
居
住
地

及
び
職
場
に
明
確
な
結
果
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
が
は
っ
き
り
と

T

T

C

(T
o
r
o
n
t
o
 T
r
a
n
s
i
t
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
高
速
鉄
道
網
に
沿

っ
て
、

都
市
中
心
部
に
職
場
を
持
ち
な
が
ら
そ
の
近
郊
に
居
住
し
て
い
る
の

に
対
し
、

一
方
サ
ー
ビ
ス

・
ク
ラ
ス
は
そ
れ
以
外
の
地
域
に
居
住
し

働
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
図

1
と
比
較
す
る
と
、
移
民
の
多
く
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
ク

ラ
ス
が
居
住
し
働
く
地
域
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。
つ
ま
り
、
移
民
の
多
く
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・ク
ラ
ス
で
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
サ
ー
ビ
ス
・
ク
ラ
ス
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
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波
後
に
、
四
：
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

分
布
を
比
較
す
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
フ

・
ク
ラ
ス
の
定
義
に
よ
る
と
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
に
包
括
さ
れ
る
職
薬

分
類
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
は
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ

・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
ス

ー
パ
ー

・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・

コ
ア
に
分
類
さ
れ
る
た
め
‘
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
全
体
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
は
い
く
ら
か
そ
の
い

11
や
職
楊
の
た
め
の
場
所
の

選
択
に
い
く
ら
か
異
な
る
結
果
が
生
じ
て
も
不
'11
然

で

は

な

い

そ

れ
は
、
例
え
ば
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
を
持
つ
な
ら

ば
、
ス
ー
パ
ー

・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ア
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ

っ
て
ジ

ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

そ
こ
で
、

M
P
I
に
よ
る
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
か
ら
そ
の
迎
い
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
図

4
及
び
図

5
と
、

M
P
I
に
よ
っ
て
ト
ロ
ン
ト

市
内
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
屈
仕
地
及
び
職
場
に
つ
い
て
調
木
LL
さ
れ
て

宅）

竹
成
さ
れ
た
マ
ッ
フ
を
比
蚊
す
る
。
そ
の
マ
ッ
プ
は
点
で
示
さ
れ
て

(28
-

お
り
、
―
つ
の
点
に
つ
き
‘

―
二
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
屈
仕
地
か

職
場
、
も
し
く
は
職
場
と
居
住
地
を
兼
ね
た
場
所
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
そ
の
マ
ソ
プ
の
衣

(29
)
 

現
の
性
質
ヒ
、
割
愛
す
る

マ
ッ
プ
を
比
較
し
て
わ
か
る
こ
と
と
し
て
は
、
ま
ず
ト
ロ
ン
ト

の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
は
ど
ち
ら
も
一
定
の
集
積
が
み
え
る
も
の
の
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
職
場
及
び
居
住
地
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス

の
そ
れ
以
J
に
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
周
辺
に
集
積
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

ま
た
、
南
北
に
辿
な
る

T
T
C
高
速
鉄
辺
網
の
路
線
沿
い
に
お
け

る
集
積
を
み
る
と
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・ク
ラ
ス
に
比
べ
て
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
集
積
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
中
で
も
よ
り
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
周
辺
に

矢
柏
す
る
頼
，
阿
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
他
の
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
と
比
較
す
る

と
、
図

2
と
の
比
較
か
ら
低
所
得
者
が
居
什
す
る
割
合
が
協
い
地
域

と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
屈
住
地
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
図

3
の
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

周
辺
で
あ
り
な
が
ら
も
、
地
価
が
比
較
的
低
い
地
域
に
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
集
精
が
い
く
ら
か
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
フ
・

ク
ラ
ス
全
体
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
関
殊
な
傾

向
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
マ
ッ
プ
の
比
較
分
析
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
一

、
移
仄
が
比
較
的
多
く
屈
住
す
る
地
域
と
低
所
得
者
が

多
く
居
住
す
る
地
域
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、

二
、
移
民
は
比
較
的

(30) 

地
価
が
低
い
北
側
の
郊
外
地
域
に
居
住
す
る
傾
向
に
あ
り
、
地
価
が

翡
い
中
心
部
で
は
移
民
の
割
合
が
低
い
こ
と
、

三
、
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
て
分
析
す
る
と
、
移
民
は
全
体
的
に
貨
し
く
、
都
市
郊
外
地

域
に
居
住
し
な
が
ら
牛
活
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、

四
、
移
民
の
多
く
が
サ
ー
ビ
ス
・
ク
ラ
ス
が
居
什
し
働
く
地
域
に
居

什
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
民
の
多
く
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
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ス
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
サ
ー
ビ
ス

・
ク
ラ
ス
で
あ
る
可
能
性
が
嵩

い
こ
と
、
五
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
多
く
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス

全
体
の
中
で
も
特
に
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
居
住
及
び
職
場
を
持
つ
傾
向

が
強
い
こ
と
、
六
、
さ
ら
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
周
辺

の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
が
屁
住
し
て
い
な
い

、
低
所
得
者
肘

の
割
合
が
比
較
的
高
い
地
域
に
も
屈
住
し
て
い
る
こ
と
。

つ
ま
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
が
居
住
し
、
且
つ
働
い
て

い
る
の
は
、
移
民
の
割
合
が
低
く
、
地
価
が
高
く
、
低
所
得
者
の
割

合
が
低
い
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
移
民
の
多
い
地
域
は
サ
ー
ビ
ス

・

ク
ラ
ス
か
多
く
低
所
得
者
附
の
割
合
が
高
い

(M
a
r
t
i
n
P
r
o
s
p
e
rit
y
 

In
s
t
itu
t
e
 2
0
1
1
)
'
 

四

考
察

ー

「
寛
容
性
」

の
指
標
の
実
態

マ
ソ
プ
分
析
に
基
づ
い
た
考
察
に
人
る
う
え
で
、
こ
こ
で
改
め
て

「
寛
容
性
」
に
注
目
し
た
い
な
ぜ
な
ら
ば
マ
ッ
プ
分
析
の
限
り
で
は
、

創
造
都
市
政
策
を
施
行
し
て
き
た
ト
ロ
ン
ト
に
は
「
｛
苑
容
」
と
は
言

(
30) 

い
難
い
社
会
が
広
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
い
っ
た
い
フ
ロ
リ
ダ
の
「
窃
容
性
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
？

そ
れ
は
分
析
の
指
標
を
み
る
限
り
明
ら
か
で
あ
る
党
容
性
の
指
標

の
う
ち
、
ゲ
イ

・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、
メ
ル
テ
ィ
ン
グ

・
ポ
ッ
ト

・
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
セ
ク
シ
ャ
ル

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

、
移
民
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
割
合
を
示
し
て
い
る
つ
ま
り
、
フ
ロ
リ
ダ
の
「
党

容
性
」
と
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
寛
容
的
な
態
度
を
指
し
て
い

る
。
確
か
に
移
民
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
市
民
の
人
口
構
成
の
半
数
を
司

る
ト
ロ
ン
ト
は
「
寛
容
」
な
都
市
で
あ
ろ
う

し
か
し
、

こ
れ
は
都
市
の
「
党
容
性
」
を
構
成
す
る
移
民
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
多
く
が
低
所
得
者
附
や
サ
ー
ビ
ス

・
ク
ラ
ス
の
割
合
が
高

い
地
域
に
居
住
し
な
が
ら
、
そ
の
つ
ま
り
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク

ラ
ス
に
と
っ
て
の
都
市
の
選
考
条
件
を
満
た
し
続
け
て
い
る
に
他
な

ら
な
い
と
い
う
事
実
を
無
視
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
？

フ
ロ
リ
ダ
の
分
析
は

こ
の
点
を
全
く
考
慮
し
て
お
ら
す
、
都
市
政
策

に
お
い
て
ぶ
兄
容
性
」
は
好
意
的
な
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
て
き
た

）

「
寛
容
性
」
を
担
保
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
、

一
見
す
る
と
文
化
多

様
性
を
生
み
出
し
て
は
い
る
が
、
同
時
に
都
市
社
会
に
お
け
る
社
会

的
不
ヤ
等
や
経
済
的
格
差
の
大
き
な
影
響
を
被
っ
て
い
る

U

ク
リ
エ

イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
が
サ
ー
ビ
ス

・
ク
ラ
ス
に
支
え
ら
れ
て
経
済
活

動
を
行
い

、
「
寛
容
性
」
を
都
市
の
選
考
条
件
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
フ

・
ク
ラ
ス
の
理
論
は
こ
の
関
係
性
を
再
生
産
す
る

道
具
と
な
る
。
こ
こ
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
の
理
論
の
限
界

を
指
摘
で
き
る
。

こ
の
理
論
が
都
市
政
策
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
経
緯
に
注
目
し

て
み
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
人
材
を
集
め
、
経
済
的
競
争
力
を
重
視

す
る
グ
ロ
ー
ハ
ル

・
シ
テ
ィ
の
よ
う
な
一
部
の
都
市
に
都
合
の
良
い

理
論
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル

・
シ
テ
ィ
内
部

の
比
較
的
大
き
な
社
会
的

・
経
済
的
格
差
を
、
「
党
容
性
」
と
い
う
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言
葉
が
う
ま
く
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
働
き
を
す
る

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
理
論
の
射
程
は
、
都
市
経
済
の
成
長
の
た
め

に
社
会
的
不
平
等
や
経
済
的
格
差
と
い
っ
た
諸
問
題
を
抱
え
つ
つ
、

何
よ
り
も
経
済
的
な
「
寛
容
性
」
を
重
視
す
る
新
自
由
主
義
的
な
グ

ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
に
あ
る
だ
ろ
う
。

五

結

論

本
稿
で
は
、
フ
ロ
リ
ダ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・ク
ラ
ス
の
理
論
が
、

二
0
0
0
年
代
に
都
市
政
策
に
採
用
さ
れ
て
い
く
過
程
を
通
じ
、
現

実
の
社
会
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
ト

ロ
ン
ト
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
の
際
の
本

稿
に
お
け
る
仮
説
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
の
理
論
や
ト
ロ

ン
ト
の
創
造
都
市
政
策
が
、
「
窃
容
性
」
や

「多
様
性
」
を
強
調
し

な
が
ら
も
、
実
際
に
は
社
会
的
排
除
を
増
大
さ
せ
て
、
社
会
的
不
平

等
や
経
済
的
格
差
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
検
討
の
結
果
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
が

ど
の
程
度
社
会
的
排
除
を
生
み
出
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
定
祉
的

な
分
析
に
基
づ
い
た
帰
結
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
の
理
論
の
構
造
が
抱
え
る
問
題
や
、
「
窟

容
性
」
の
概
念
の
限
界
性
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

た
だ
し
、
近
年
フ
ロ
リ
ダ
は
都
市
内
部
で
拡
大
し
つ
つ
あ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
格
差
を
危
惧
す
る
記
述
を
し
て
い
る

(F
l
o
r
i
d
a

2012 

(33
)
 

3
6
8
)

。
フ
ロ
リ
ダ
が
、
社
会
的
包
摂
を
意
図
す
る
言
及
を
し
た
の
は

こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
が
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
フ
ロ
リ
ダ
が
言

及
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
の
状
況
が
、
―

10
0
0
年
代
の
社
会
変
容

を
通
じ
て
起
き
て
い
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

結
論
と
し
て
は
都
市
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
格
差
の
問
題
に
取

り
組
む
た
め
に
、
フ
ロ
リ
ダ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
の
理
論

の
限
界
性
を
踏
ま
え
て
そ
こ
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
は
権
力
構
造
を
内
在
す
る
「
寛
容
性
」
の
概
念
を
超
え

て
、
つ
ま
り
社
会
的
地
位
や
経
済
的
状
況
の
差
異
を
踏
ま
え
た
上
で

新
た
な
相
五
関
係
の
構
築
に
寄
与
す
る
よ
う
な
概
念
を
築
い
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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註
(
l
)
ラ
ン
ド
リ
ー

(
2
0
0
0
)

に
よ
る
と
、
現
在

（
当
時
）

市
が
創
造
都
市
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る

(
2
)
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
と
は
新
し
い
発
想
、
技
術
、
作
品
を
経
済
機

能
と
し
て
持
つ
、
科
学
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
建
築
、
デ
ザ
イ
ン
、
教
育
、

芸
術
、
音
楽
、
娯
楽
に
関
わ
る
職
業
に
従

F
す
る
人
々
と
定
義
さ
れ
て
い

る

(
F
lorida
2
0
0
2
)
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
は
、
よ
り
中
心
的
な

特
性
を
も
ち
、
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
な
仕
事
を
す
る
ス
ー
パ
ー

・
ク
リ

ェ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
ア
（
主
に
科
学
者
、
技
術
者
、
大
学
教
授
、
詩
人
、
小

説
家
、
芸
術
家
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
、
俳
優
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
建
築
家

な
ど
）
と
、
い
わ
ゆ
る
知
的
集
約
型
産
業
従
事
者
で
あ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

プ

・
。
フ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル

（
ハ
イ
テ
ク
、
金
融
、
法
律
、
医
療
、
企
業

経
営
な
ど
）
に
分
類
さ
れ
る
。

(
3
)
フ
ロ

リ
ダ
は
‘
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
・
ク
ラ
ス
が
集
積
す
る
都
市
は
経
済
的

に
成
長
す
る
と
い
う
見
解
か
ら
、
独
自
の
指
椋
を
も
と
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

プ

・
ク
ラ
ス
の
都
市
の
選
好
の
条
件
を
分
析
し
た
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ

る
3

T
と
呼
ば
れ
る
指
標
で
あ
る
。
3

T
と
は
、

T
e
c
h
n
iqu
e

(
技
術
）
、

T
a
l
e
n
t
 
(
オ
能
）

、
T
o
l
e
r
a
n
c
e(~ 

容
性
）
の

三
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
た

も
の
で
、
こ
れ
ら
が
都
市
の
経
済
成
長
の
要
因
だ
と
し
て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

プ

・
イ
ン
デ
ソ
ク
ス
と
独
自
の
指
数
を
作
成
し
都
市
を
分
析
し
た
。
ク
リ

ェ
イ
テ
ィ
ピ
テ
ィ

・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
、
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

―
つ
は
労
働
力
に
お
け
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
の
人
口
比
率
、

次
に
一
人
当
た
り
の
特
許
件
数
で
測
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
絨
、
さ
ら
に

ミ
ル
ケ
ン
研
究
所
に
よ
る
ハ
イ
テ
ク
都
市
指
数
、
そ
し
て
、
都
市
に
お
け

る
ゲ
イ
の
集
積
度
を
示
す
ゲ
イ

・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、
市
人
IJ
に
お
け
る
移

民
の
割
合
を
が
す
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
ポ
ッ
ト

・イ
ン
デ
ッ
ク
ス
や
芸
術
家
（
作

1
0
0
あ
ま
り
の
都

家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
俳
優
、
映
画
監
督
、
画
家
、
彫

刻
家
、
写
真
家
、
ダ
ン
サ
ー
）
と
人
口
の
比
率
を
示
し
た
ボ
ヘ
ミ
ア
ン

・

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
あ
る
こ
れ
ら
の
指
数
を
用
い
て
、
一
九
九

0
年
代
の

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン

・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、
メ
ル
テ
ィ
ン
グ

ポ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、

C
D
I
（
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
ポ
ッ
ト

・
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン

・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、
ゲ
イ

・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
合
成

し
た
合
成
多
様
性
指
数
）
の
三
つ
の
指
数
と
地
域
人
口
増
加
、
ポ
ヘ
ミ
ア

ン

，
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
雇
用
増
加
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン

・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
及
び

C
D
I
と
大
都
市
に
お
け
る
人
口
増
加
及
び
雇
用
増
加
メ
ル
テ
ィ
ン
グ

ポ
ソ
ト

・
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
と
中
小
都
市
の
人
口
増
加
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い

て
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

(
F
lo
r
id
a
2
0
0
2
)
。

(
4
)
他
に
も
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
の
理
論
は
多
く
の
批
判
を
受
け
て
き

た
代
表
的
な
批
判
と
し
て
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
の
概
念
の

定
義
自
体
が
曖
味
か
つ
不
十
分
で
あ
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
に

含
ま
れ
る
職
業
が
本
山
ー
に
創
造
的
で
あ
る
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
こ
と

や、

(
P
e
c
k
2
0
0
5
:
 
M
a
r
k
u
s
e
n
 2
0
0
6
)

、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
の

集
積
と
都
市
の
経
済
的
成
長
の
因
果
関
係
の
怪
し
さ
、
恣
意
的
に
指
標
が

作
成
さ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い

(
P
e
c
k
2
0
0
5
)
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
の
ア
イ
デ
ア
は
全
く
新
し
い
も
の
で
は
な

く
、
た
だ
ハ
イ
テ
ク
産
業
が
急
激
に
伸
び
、
流
通
市
場
が
再
生
し
た
に
過

ぎ
な
い

(P
r
a
t
t
2
0
0
8
)

、
他
に
は
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
提
唱
す
る
企
業
家
主

義
的
都
市

(H
a
r
v
e
y
1
9
8
9
)

を
理
論
フ

レ
ー
ム
に
置
き
な
が
ら
、
フ
ロ

リ
ダ
が
主
張
す
る
創
造
都
市
戦
略
は
新
自
由
主
義
的
な
都
市
経
営
の
中
で

用
い
ら
れ
た
戦
略
の
―
つ
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
批
判

(
P
e
c
k
2
0
0
5
:
 
Pratt 

2
0
0
8
)
、
さ
ら
に
そ
れ
が
、
先
進
国
を
中
心
と
し
た
脱
工
業
化
と
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
の
職
業
と
密
接
に
結
び
つ
く
新
た
な
産
業
の
勃
興
と
結
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び
つ
い
た
現
象
だ
と
い
う
指
摘

(S
c
o
t
t
2
0
0
6
)

、
他
、
削
造
都
市
の
3

T

に
基
づ
く
指
栖
に
よ
る
都

rli
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
グ
ロ
ー
ハ
ル
な
都
巾
間
競

争
を
助
長
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
あ
る

(P
e
c
k
2
0
0
5
)
 

(
5
)
他
、
小
光
業
及
ひ
サ
ー
ビ
ス
業
従
巾
者
ニ
―
―
%
、
貿
易
、
運
輸
、
オ
ペ
ー
レ
ー

タ
ー
業
務
従
事
者
一
―
.
%
‘
舒
背
業
一
0
%
‘
科
学
酢
業
従
事
者
九
％
、

社
会
利
学
、
教
育
、
政
治
及
び
宗
教
関
係
の
職
策
従
小
者
九
01p
、
そ
の
他

健
康
関
係
六
％
、
製
込
菜
"
%
、
文
化
芸
術
‘
娯
楽
産
業
及
び
ス
ポ
ー
ツ

従
北
者
h
o
l
o
、
席

一
次
祁
染
従
北
者

一
％
。

(6
)
ト
ロ
ン
ト
が
四
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

'

I

~ 

ハ
％
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
が
四
一
％
、
シ
カ
ゴ
が
ニ
―
．
ヒ
％
。

(7
)
詳
し
く
は
以
卜
を
参
照
の
こ
と

A
u
t
h
e
n
t
i
C
i
t
y
2
0
0
8
:
 
C
i
t
y
 
C
o
u
n
c
i
l
、

T
o
r
o
n
t
o
 C
ultur
e
 20
0
3
:
 
City 
of T
o
r
o
n
t
o
 2
0
0
1
‘

2
0
0
6
、

2
0
0
7
:

C
i
t
y
 

0
[
 
T
o
r
o
n
t
o
 E
c
o
n
o
m
i
c
 D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
 a
n
d
 
T
o
r
o
n
t
o
 

C
ity C
o
u
n
c
i
l
 2
0
1
1
:
 
City of T
o
r
o
n
t
o
 Social 
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t
 Fi
n
a
n
c
e
 

a
n
d
 A
d
m
in
is
t
r
a
t
io
n
 
D
i
v
i
s
i
o
n
 
2
0
0
6
:
 
C
i
t
y
 
C
o
u
n
c
i
l
、

T
o
r
o
n
t
o

C
u
l
t
u
r
e
 2
0
0
3
:
 
M
e
ri
c
 20
0
6
:
 
M
a
r
t
in
 Pr
o
s
p
e
r
i
t
y
 Institute 2
0
1
1
.
 

(8
)
ば

し

く

は

以

卜

を

参

照

(A
u
th
e
n
t
iCity
2
0
0
8
:
 
C
ity 
of T
o
r
o
n
t
o
 

2
0
0
1
:
 
C
ity 
of T
o
r
o
n
t
o
 E
c
o
n
o
m
i
c
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
 a
n
d
 

T
o
r
o
n
t
o
 Ci
ty
 C
o
u
n
ci
l
 
2
0
1
 l:
 Ma
r
t
in
 P
r
o
s
p
e
r
i
t
y
 
Institu
te
 20
1
1
:
 

M
e
r
i
c
 2
0
0
6
)
 

(
9
)
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
党
の
労
働
勢
力
は
、

一
九
九

一
年
か
ら
二

0

0
七

介
の
間
に
引
•
四
％
を
示
し
て
お
り
、
産
党
全
体
の
平
均
が

―
→
•

二
％
で

あ
る
の
に
対
し
て
：
．
．
．

一c"
も
邸
く

二
倍
以
上
の
成
長
忍
r
を
ポ
し
て
い

た

(M
a
r
t
i
n
P
r
o
s
p
e
r
i
t
y
 
lnstitu
te
 2
0
1
1
)

他

、

ト

ロ

ン

ト

大

都

市

圏
で
み
る
と
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
・
ク
ラ
ス
は
九
八

0
、
六
五
五
人
は
と

fi
在
し

（
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
フ
・
コ
ア

三
九
九
、
六
八

0
人
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ

プ

・
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
五
〇
‘.JL
七
五
人
）
で
そ
れ
ぞ
れ
労
働

勢
力
全
体
の
，
．．
 

八
・
f
.

％

（一

H
.，ハ％、

．．． 
i

．七
olo
)

を
占
め
て
い
る

(A
u
th
e
n
t
i
C
ity 2
0
0
8
)

。

(10
)
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
産
業
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は

I
m
a
g
i
n
e
a
 

T
o
r
o
n
t
o
・・・

S
tr
ategies 
fo
r
 a
 Cr
e
a
t
i
v
e
 C
ity 
(
M
c
r
ic 
2
0
0
6
)

の
中
で

定
義
さ
れ
た
一―
天
の
職
業
を
示
し
て
い
る

(
1
1
)

文
化
多
様
刊
の
観
点
か
ら
世
界
中
か
ら
技
術
、
経
験
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

・ネ
ソ

ト
ワ
ー
ク
、
都
巾
の
＂
ム
術
が
打
つ
伝
統
が
人
の
移
住
と
と
も
に
も
た
ら
さ

れ
、
他
文
化
と
の
相
圧
依
存
関
係
に
よ
っ
て
、
新
た
な
展
開
が
生
み
出
さ

れ
、
創
造
的
な
人
材
を
生
み
出
す
の
に
不
可
欠
な
要
素
と
な
る
と
の
指
摘

が
あ
る

(M
e
r
i
c
2
0
0
6
)
 

(12
)
オ
ン
タ
リ
オ
芸
術
デ
サ
イ
ン
大
学
他
多
数
の
大
学
が
ウ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
ア
ー

ツ
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
、
建
培
‘
広
告
デ
ザ
イ
ン
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ

ン
や
メ
デ
ィ
ア
と
い

っ
た
分
野
に
七
0

0

0
人
を
超
え
る
人
材
を
権
出
し

て
い
る

(
M
e
r
i
c
2
0
0
6
)
'

こ
の
こ
と
か
ら
急
成
長
し
て
い
る
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
プ
産
業
に
従
事
す
る
人
材
の
育
成
に
も
力
を
人
れ
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る

3

ま
た
、
ト
ロ
ン
ト
は
産
槃
化
し
た
国
々
に
よ
る
比
較
に
お

い
て
、
大
学
卒
業
レ
ベ
ル
の
．
砂
等
教
竹
を
受
け
た

rlJ
民
の
割
合
が
高
く
、

二
0
0
一

年
の
ト
ロ
ン
ト
都
市
圏
で
は
、

一
斤
歳
以
上
の
五
1
1

％
以
上

が、

二
0
歳
以
上
の
市
民
の
五
二
％
が
大
学
卒
業
も
し
く
は
そ
れ
と
同
等

の
教
育
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る

(A
u
lh
e
n
t
i
C
ity

2
0
0
8
:
 C
i
t
y
 
of 
T
o
r
o
n
t
o
 E
c
o
n
o
m
i
c
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
 a
n
d
 

T
o
r
o
n
t
o
 C
i
t
y
 C
o
u
n
c
i
l
 
2
0
1
1
)

。

(13
)
ト
ロ
ン
ト
国
際
映
画
祭
を
は
じ
め
七
0
以
上
の
映
画
祭
が
開
枇
さ
れ
て
お

り
、
二
0
0
以
上
の
芸
術
団
体
が
存
在
す
る
。

(14
)
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
納
税
者
向
け
に
ア
ー
ト
ヘ
の
投
府
の
公
的
支
援
に
対
す
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る
市
民
の
罪
解
を
調
介
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

(Ci
ty
of 
T
o
r
o
n
t
o
、
2
0
1
1

l
 

に
よ
る
と
、
八
一
％
が
ア
ー
ト
に
お
金
を
使
う
こ
と
に
竹
成
し
、
九

f
i
%

が
ア
ー
ト
は

4
泊
の
質
を
皿
卜
さ
せ
る
と
皿
答
‘
八
九
％
は
ア
ー
ト
が
小

泊
か
ら
な
く
な
れ
ば
価
値
が

F
が
る
と
し
、
八
一
％
は
ア
ー
ト
が
ル
活
の

質
に
重
要
、
九
五
％
は
カ
ナ
ダ
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
成
功
が
市
民
に
プ
ラ

イ
ド
を
げ
え
る
、
八

一
％
は
公
的

ft全
に
よ
る
支
援
に
賛
成
、
八

0
％
の

ト
ロ
ン
ト
人
は
政
府
の
公
的
窄
間
の
ア
ー
ト
ヘ
の
投
府
が
地
域
経
済
を
向

t
さ
せ
る
と
皿
答
し
た

(ls)
ト
ロ
ン
ト
の
行
政
は
、
ト
ロ
ン
ト
が
よ
だ
に
グ
ロ
ー
ハ
ル

，
シ
テ
ィ
に
は

逹
し
て
い
な
い
も
の
の
、
北
米
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
続

く
経
済
規
模
を
誇
り
、
今
後
グ
ロ
ー
ハ
ル
，
シ
テ
’
に
な
る

nl
能
性
を
大

い
に
秘
め
た
都

rli
で
あ
る
と
誅
価
し
て
い
る

(16
)
出
典
l¥lartin

P
r
o
s
p
e
r
i
t
y
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
.
 2

0

一()、「
h
e
G
e
o
g
r
a
p
h
y
 o
f
 

T
o
r
o
n
t
o
's
 s
e
r
v
i
c
e
 
a
n
d
 
W
h
a
t
 
it
 m
e
a
n
s
 for 
t
h
e
 
city 
o
f
 T
o
r
o
n
t
o
 

M
a
r
t
in
 l'rospcrity 
Institute
.
 Ex

h
i
b
i
t
 5
.
 D

o
m
in
a
n
t
 C
l
a
s
s
 !'lace 
o
l・
 

W
o
r
k
.
 

(17
)
出
典
{
C
r
e
a
t
i
v
e
 C
l
a
s
s
 I
 
C
r
o
u
p
 (http:, 
w
w
w
.thcatlant.iccitics
.c
o
m
j
o
b
s
'
 

ancl-<:conomy 2
0
1
2
、0
8
 
cliviclccl'global
-c
ity 
2
2
7
0
 
l
 

(18
)
低
所
得
名

IM
の
定
人
に
つ
い
て
は
、
カ
ナ
ダ
が
規
定
す
る
行
困
の
定
義
が

存
在
し
な
い
た
め
に
、
政
府
や
官
庁
は
一
世
帯
‘
家
族
、
個
人
の
経
済

的
甜
要
を
反
映
す
る
た
め
の
収
人
と
文
出
に
基
づ
い
た
評
価
を
利
用
し

て
い
る
し
か
し
、
本
稿
で
引
I
l
J
す
る
ト
ロ
ン
ト
の
終
困
に
関
す
る
文
献

(
R
i
n
n
e
r
.
 Cl

a
u
s
.:
D
i
a
n
n
e
.
 l'

a
t
y
c
h
u
k
.
 

・
S
u
z
a
n
n
e
.
 Br

i
g
g
s
.
 20

1
1
.
 
F
i
n
a
l
 

P
r
o
j
e
c
t
 l~cport 

a
n
d
 M
a
p
 S
e
r
i
e
s
.
 be

h
a
l
f
 a
n
d
 w
i
t
h
 t
h
e
 s
u
p
p
o
r
t
 o
f
 

T
o
r
o
n
t
o
 P
u
b
l
i
c
 
ll
calth
.l

で
は
カ
ナ
ダ
統
計
局

(S
tat
ist
ic
s
C
a
n
a
d
a
)
 

が
規
定
す
る
低
所
得
カ
ノ
ト

・
オ
フ

(U
C
O
:
L
o
w
 I
n
c
o
m
e
 C
u
t
-Off) 

及
び
、
低
所
得
評
価

(
L
o
w
[
n
c
o
r
n
c
 
M
e
a
s
u
r
e
)

に
払
づ
い
て
低
所
得

者
培
が
定
義
さ
れ
て
い
る
そ
れ
に
よ
る
と
‘

L
I
C
O
は
収
人
と
家
族

の
卜
人
川
に
凡
づ
い
て
り
出
さ
れ
て
い
る
カ
ナ
ダ
統
計
局
は
‘
お
お
ま
か

な
所
得
を
カ
ナ
ダ
の
家
族
の
衣
食
仕
に
対
す
る
中
均
的
な

111
川
に
そ
の

二
0
％
を
上
け
た
数
値
に
よ
っ
て
筍
出
さ
れ
て
い
る
ま
た
、

L
I
M
は

家
族
の
大
き
な
と

f
供
の
数
に
合
わ
せ
た
、
お
お
ま
か
な
収
入
の
中
央
値

の
、
さ
ら
に
そ
の

t
分
の
他
に
桔
づ
い
て
り
出
さ
れ
て
い
る

(19
)
出
典

[
(
C
i
t
y
o
f
 T
o
r
o
n
t
o
 2
0
0
7
)
 

(20
)
出
典
．
（
R
i
n
n
e
r
.
C
l
a
u
s
 

•• 
D
i
a
n
n
e
.
 Pa

t
y
c
h
u
k
.
 Su

z
a
n
n
e
.
 Llriggs :

!
0
1
1) 

(21
)
実
院
に
‘
ト
ロ
ン
ト
市
の
調
査
に
よ
っ
て
‘

―
1
0
0
六
年
の
時
点
で

低
所
得
者
層
全
体
の
う
ち
の
五

0
％
以
上
が
移
民
に
よ

っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る

(City
o
f
 T
o
r
o
n
t
o
、
Social

l) c
v
c
l
o
p
r
n
e
n
t
 
f
i
n
a
n
c
e
 a
n
d
 A
d
m
i
n
i
s
trat
io
n
 D
i
v
is
i
o
n
.
 

2
0
1
1
)
.
 

（立
）
出
典
．
（
T
o
r
o
n
t
o
Star・
 取
得
H
賭

：

o: ・
・
年
九
J
J
-
．． 

11) 

(23)
出
典

[
(
M
a
r
t
i
n
P
r
o
s
p
e
r
i
ty
 Institute 2
0
1
0
)
 

(24
)
出
典
．
（
Crl'alive
C
l
a
s
s
 G
r
o
u
p
取
得
日
時
二

0
一
三
年
九
月
―
二
H
)

(
2
5)
マ
ー
テ
ィ
ン

・

フ
ロ
ス
ベ
リ
テ
ィ
ー

•

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ

ー

ト
に
よ
る
と
、

サ
ー
ビ
ス

・
ク
ラ
ス

tT
h
e
 s
e
r
v
i
c
e
 class: 
r
o
u
u
n
e
-o
n
c
n
t
e
d
 s
e
r
v
i
c
e
 

o
c
c
u
p
a
t
i
o
n
s
)

の
定
義
と
は
、
飲
兵
サ
ー
ビ
ス
業
従

t
者
、
用
務
員
、
公

園
管
理
人
、
秘
苫
、
事
務
員
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
よ
り
も
'IIt
性
の
低
い
職
業
を
指
す
(

(
M
a
n
i
n
 P
r
o
s
p
e
r
i
t
y
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
'
U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
 o
u
r

'I¥、
r
r
n
i
n
o
l
o
g
y

取
得

11
時
．
：
．

o-
．1

一
年
九
J
J
-
.
-
H

(http:

m
a
n
i
n
p
r
o
s
p
e
r
i
t
y
 

o
r
g
 a
b
o
u
t
 
u
n
d
e
1・s
t
a
n
d
i
n
g-o
u
r
 ,
 
t
e
r
m
i
n
o
l
o
g
y
)
)
 

(26)
マ
ー
テ
ィ
ン

・
フ
ロ
ス
ペ
リ
テ
ィ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ

・
ク
ラ
ス
の
定
義
は
、
サ
ー
ビ
ス

・
ク
ラ
ス
、
建
設
業
‘
メ
カ
ニ
ッ
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ク
、
ク
レ
ー
ン
作
哭
者
、
糾
立
ラ
イ
ン
作
業
貝
と
い
っ
た
身
体
的
ス
キ
ル

(p
hysical 
skill)

を
川
い
て
、
圃
じ
タ
ス
ク
を
繰
り
返
す
種
類
の
労
働
に

従
事
す
る
人
を
指
し
て
い
る

C

肉
体
的
な
労
働
に
よ
っ
て
物
質
的
な
商
品

を
小
賄
し
て
竹
金
を
得
て
い
る
た
め
に
、
労
働
す
る
た
め
に
必
災
な
正
規

の
教
行
の
災
求
度
は
低
い
ま
た
、
マ
ー
テ
ィ
ン

・
プ
ロ
ス
ペ
リ
テ
ィ
ー
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ

・
ク
ラ
ス
の
判
竹
に
対
す
る

特
徴
的
な
分
析
と
し
て
は
、
余
暇
を
過
ご
す
際
に
、
椅

f
に
庫
っ
て
仕
巾

が
多
い
傾
向
に
あ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
が
、
何
ら
か
の
活
動
を

し
て
過
ご
す
の
に
対
し
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ

・
ク
ラ
ス
は
く
つ
ろ
い
で
過

ご
す
傾
向
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

(M
art
in
P
r
o
s
p
e
r
i
t
y
 
I
n
s
titute 

,
 
U
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
 o
u
r
 T
e
r
m
i
n
o
l
o
g
y
取
得
日
時
[
二

O
一
7

；
午
-
月

二
九

D
(
h
ttp
ミ
r
n
a
r
t
i
n
p
r
n
s
p
c
r
i
t
y
.o
r
g
a
b
o
u
t
 ＼ 
u
n
d
e
r
s
t
a
n
d
i
n
g
'
o
u
r'
 

t
e
r
m
i
n
o
l
o
g
y
 ¥)
）

．
 

(27
)
出
典

[
(l¥1artin
P
r
o
s
p
e
r
it
y
 InsLilUtc 2
0
1
 l)
 

(28)
こ
こ
で
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
定
義
に
つ
い

て
は
、
俳
後
及
び
コ
メ
デ

ィ
ア

ン
、
職
人
及
び
技
術
者
、
作
家

(A
u
t
h
o
r
a
n
d
 
W
riter
)
、
指
揮
行
、
作

仙
家
及
び
編
鼎
家
‘
ダ
ン
サ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
及
び
歌
手
、
そ
の
他

パ
フ
ォ

ー
マ
ー
、
両
家
‘
彫
刻
家
及
び
ヴ

ィ
ジ
ュ
ア
ル
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
‘

フ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
振
付
師
及
び
関
連
の
職
業
の
九
つ

の
分
類
に
基
づ
く

(
M
a
r
t
in
P
r
o
s
p
e
r
ity 
institute 2
0
1
1
)
。

(29)
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
職
場
と
屈
仕
地
及
び
職
場
兼
屈
住
地
が
細
か
な
点
で
示

さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

モ
ノ
ク
ロ
で
は
視
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
‘

叶
し
く
は
引
用
先

(M
a
n
i
n
P
r
o
s
p
e
rit
y
 Institute 2
0
1
1
)

を
参
照
の

こ
と
。

(30
)
地
価
の
評
価
が
商
い
の
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
閻
辺

（図

5
)
と
、
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
か
ら
北
に
T

T
C
(
T
o
r
o
n
to
T
r
ansit 
C
o
m
m
i
s
s
io
n
)
翡
速
鉄
追

網
に
沿
っ
た
周
辺
地
域
で
そ
れ
以
外
は
お
お
よ
そ
地
価
が
低
い

。

(31
)
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
が
は

っ
き
り
と
T

T

C

(T
o
r
o
n
t
o
T
r
a
n
s
i
t
 

C
o
m
m
is
s
io
n
)

高
速
鉄
逍
網
に
沿
っ
て
、
都
市
中
心
部
に
職
楊
を
持
ち
な

が
ら
そ
の
近
郊
に
屈
仕
し
て
い
る
の
に
対
し
、

一
Jj
サ
ー
ビ
ス
・
ク
ラ
ス

は
そ
れ
以
外
の
地
域
に
い
仕
し
働
い
て
い
る
。

(32)
無
論
、
ト
ロ
ン
ト
の
剖
造
都
市
政
策
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ

・
ク
ラ
ス
の

坪
論
の
み
に
基
づ
い
て
施
行
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
し
、
む
し
ろ

一
几
九
八
年
よ
り
施
行
さ
れ
て
き
た
ト
ロ
ン
ト
の
創
造
都
市
政
策
は
、
フ

ロ
リ
ダ
（
二

0
0
二
）
に
よ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ
ス
の
提
唱
よ
り

も
早
い
段
階
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る

f
)

ま
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

・
ク
ラ

ス
と
い
う
分
類
て
は
な
く
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
と
定

義
し
て
ト
ロ
ン
ト
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
光
業
従
巾
者
を
分
類
し
て
い
る
点

を
み
る
と
‘
一
定
の
距
離
を
協
い
て
創
造
都
市
政
染
を
進
め
て
き
た
と
考

え
ら
れ
な
く
も
な
い

(
A
u
t
h
e
n
t
i
C
i
t
y
2
0
0
8
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ

ソ

プ
分
析
の
比
較
に
よ

っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
粘
呆
は
、
多
様
性
や
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
プ
産
業
や
文
化
産
業
の
成
長
を
強
み
に
グ
ロ
ー
ハ
ル
・
シ
テ
ィ
を

II
指
す
ト
ロ
ン
ト
の
創
追
都
市
政
策
が
社
会
的
排
除
の
関
係
性
を
全
く
無

視
出
来
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

(33
)
都
市
内
部
で
拡
大
す
る
格
差
に
対
し
て
、
創
造
都
市

（
ま
た
は
過
去
の
保

大
な
都
市
）
の
よ
う
に
、
都
市
住
民
に
平
等
で
、
か
つ
多
様
な
あ
ら
ゆ
る

も
の
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
証
し
、
究
極
的
に
は
す
べ
て
の
労
働
者
と
市
民

の
創
造
性
を
結
び
つ
け
て
、
価
値
あ
る
新
た
な
村
会
北
団
を
形
成
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
述
べ
て
い
る
c
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